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コ
ラ
ム

三朝温泉の雪景色（鳥取県三
み

朝
ささ

町
ちょう

）

三朝温泉は平安時代末期の1164年
に発見されたといわれる歴史的な温
泉。明治以降、与謝野晶子など多く
の文人も訪れた。本格的な療養温泉
でもあり、温泉療法を実施する病院
や研究施設がある。温泉街にある病
院での診察と組み合わせたり、ソム
リエをもじった入浴アドバイザー
「ラヂムリエ」がいる旅館もある。

写真キャプション

立
春
、二
十
四
節
気
の
最
初
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
に
右
往
左
往
し
た
こ
の
2
年
で
す
が
、
も
う

惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
進
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

私
は
も
と
も
と
話
す
こ
と
が
仕
事
で
し
た
の
で
、

エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
文
章
を
書
く
と
き
も
「
語
る
」
よ

う
に
文
字
に
置
き
換
え
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て

き
ま
し
た
。
話
を
す
る
と
き
は
、
顔
の
表
情
、
声
の

抑
揚
、
身
振
り
手
振
り
も
含
め
て
体
全
体
で
表
現
す

る
よ
う
に
し
ま
す
。
語
る
よ
う
に
文
章
を
書
く
と
ひ

ら
が
な
が
多
く
な
っ
て
、
紙
面
に
間
が
抜
け
て
し
ま

い
ま
す
。
か
と
い
っ
て
簡
潔
な
表
現
に
す
る
と
つ
ま

ら
な
い
文
章
に
な
っ
て
し
ま
い
、
表
現
力
の
な
さ
に

愕
然
と
し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
対
面
の
会
話
が
少
な

く
な
り
、
メ
ー
ル
の
や
り
取
り
が
多
く
な
る
と
、
文

字
だ
け
で
真
意
を
伝
え
る
こ
と
が
い
か
に
難
し
い
か

を
実
感
す
る
場
面
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
少
し
で
も

柔
ら
か
く
優
し
く
表
現
す
る
た
め
に
！（
感
嘆
符
）？

（
疑
問
符
）
に
気
持
ち
を
託
し
て
表
現
し
ま
す
。
こ

と
に
女
性
の
手
紙
や
メ
ー
ル
に
は
、
符
号
や
絵
文
字

が
駆
使
さ
れ
見
た
目
に
も
華
や
か
で
カ
ラ
フ
ル
な
文

面
に
な
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
男
性
の
文
章
で
は
、

あ
ま
り
符
号
を
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
最
近
は

老
若
男
女
問
わ
ず
符
号
を
使
う
人
が
増
え
て
い
ま

す
。
声
の
抑
揚
や
語
尾
で
表
現
す
る
相
手
へ
の
思
い

や
り
や
、
喜
び
、
歓
迎
、
注
意
な
ど
の
思
い
を
文
章

の
中
に
短
い
表
現
で
込
め
た
い
と
い
う
気
持
ち
の
表

れ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
１
月
に
約
70
年
ぶ
り
に
文
化
審
議
会
国
語
分

科
会
か
ら
「
公
用
文
作
成
の
考
え
方
」
が
建
議
さ
れ

ま
し
た
。恥
ず
か
し
な
が
ら
公
用
文
作
成
に
つ
い
て
、

こ
う
い
う
手
引
き
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知

り
ま
し
た
。
誰
に
伝
え
た
い
公
用
文
で
あ
る
か
で
わ

か
り
や
す
い
表
現
に
変
え
る
こ
と
や
、
広
報
や
一
般

の
人
向
け
の
文
章
に
符
号
（
例
え
ば
！
や
？
）
を
使

う
こ
と
が
で
き
る
と
明
文
化
さ
れ
ま
し
た
。
か
つ
て

審
議
会
の
場
で
「
一
般
国
民
に
は
わ
か
り
に
く
い
言

い
回
し
で
す
ね
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
こ
と
が
何
度
も

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
ル
ー
ル
に
則
っ
て
苦
労

さ
れ
て
書
か
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
ね
！

公
用
文
の
書
き
方
も
時
代
に
合
わ
せ
て
選
択
肢
が

増
え
る
こ
と
は
時
流
に
即
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
が
、

読
み
手
に
よ
っ
て
は
伝
わ
り
に
く
く
、
逆
に
わ
か
り
や

す
さ
を
求
め
る
余
り
、
ふ
ざ
け
た
感
じ
だ
と
受
け
と
ら

れ
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
で
す
。
担
当
の
方
は
タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
し
っ
か
り
掴
ん
で
ど
の
よ
う
な
表
現
を
選
ぶ
か
、

よ
り
頭
を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
も
い
え
ま
す
。

今
回
は
国
家
公
務
員
向
け
の
公
文
書
作
成
の
考
え

方
と
し
て
各
府
省
へ
周
知
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
先
は

地
方
自
治
体
へ
も
浸
透
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。
既
に
、
広
報
や
S
N
S
な
ど
の
媒
体
で
住
民

向
け
に
伝
え
る
場
合
に
は
、
独
自
の
感
性
で
採
用
し

て
い
る
場
合
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が
考
え
抜
い
た

独
自
の
政
策
や
方
針
を
ど
の
よ
う
な
表
現
方
法
で
住

民
へ
伝
え
て
い
く
か
、
楽
し
み
に
見
守
っ
て
い
く
こ
と

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
！
（
期
待
を
込
め
て
の
！
で
す
）

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

青あ
お

山や
ま

　
佳か

世よ

鬼
は
外
！
福
は
内
！
コ
ロ
ナ
外
？

「
地
方
創
生
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い
て
」

　

～
令
和
４
年
度
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
等
を
募
集
し
ま
す
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局　

坂
野　

純
平
�
⑵

「
海
と
緑
と
歴
史
の
恵
み
に
抱
か
れ
て
、

　

出
会
い
か
ら
活
力
の
花
ひ
ら
く
町
」
を
目
指
し
て
＝
福
井
県
南
越
前
町
�
�
�
�
�
�
�
⑺

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⑾

稲
む
ら
の
火
の
ま
ち
に
花
を
咲
か
せ
て
�
�
�
�

和
歌
山
県
広
川
町
長　

西
岡　

利
記
�
⑿

政�

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想
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我
が
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い
て

我
が
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（S

ustaina-
ble D

evelopm
ent G

oals

：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
） 

は
、
２
０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト

で
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
２
０
３
０
年

を
達
成
期
限
と
す
る
、
国
際
社
会
全
体
の

17
の
開
発
目
標
で
す
。
日
本
政
府
に
お
い

て
も
２
０
１
６
年
５
月
に
総
理
を
本
部
長

と
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
」
を
設
置

し
、
中
長
期
的
な
戦
略
で
あ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
実
施
指
針
」
や
具
体
的
な
施
策
を
ま
と

め
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た

政
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
方
創
生
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

地
方
創
生
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

地
方
創
生
に
向
け
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進

に
つ
い
て
は
、
政
府
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施

指
針
改
定
版
」（
令
和
元
年
12
月
20
日
）

に
お
い
て
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
原
動
力
と
し

た
地
方
創
生
」
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
方
針
が
決
定
さ
れ
、
直
近
の
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
２
」（
令

和
３
年
12
月
24
日
）
に
お
い
て
も
重
要
事

項
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」（
２
０
２
０
改
訂
版
）

（
令
和
２
年
12
月
21
日
閣
議
決
定
）
に
お

い
て
も
、
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
な

ど
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
は
、
横
断

的
な
目
標
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。（
資
料
１
）

同
総
合
戦
略
の
中
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
経

済
・
社
会
・
環
境
を
巡
る
広
範
な
課
題
解

決
に
統
合
的
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
り
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
活
性
化

に
向
け
て
取
組

を
推
進
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
に
沿
っ
て
進

め
る
こ
と
に
よ

り
、
政
策
の
全

体
最
適
化
や
地

域
課
題
解
決
の

加
速
化
と
い
う

相
乗
効
果
が
期

待
で
き
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
考

え
方
に
基
づ
き

『
２
０
２
４
年

度
ま
で
に
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
達
成
に
向

け
た
取
組
を

行
っ
て
い
る
自

治
体
の
割
合

60
％
』
と
す
る

こ
と
が
目
標
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
は

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
す
る
優
れ
た
取
組
と

認
め
ら
れ
る
提
案
を
し
た
都
市
・
地
域
の

こ
と
で
す
。
内
閣
府
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

「地方創生に向けたＳＤＧｓの「地方創生に向けたＳＤＧｓの
推進につい推進について」て」

～令和４年度ＳＤＧｓ未来都市等を募集します～～令和４年度ＳＤＧｓ未来都市等を募集します～

【令和２年12月21日閣議決定】

第2期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」（2020改訂版）と地方創生SDGs資料１
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理
念
に
沿
っ
た
統
合
的
取
組
を
推
進
し
よ

う
と
す
る
都
市
・
地
域
の
中
か
ら
、
経
済
・

社
会
・
環
境
の
三
側
面
に
お
け
る
新
し
い

価
値
創
出
を
通
し
て
、
持
続
可
能
な
開
発

を
実
現
す
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
高
い
都

市
・
地
域
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と

し
て
選
定
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
度

か
ら
選
定
を
開
始
し
て
お
り
、
今
年
度
ま

で
の
４
年
間
で
、
１
２
４
都
市
を
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
選
定
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
町
村
で
は
、
22
都
市
が

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
選
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
と
は

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
と
は

「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
と

は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
の
中
で
も
、

特
に
先
導
的
な
取
組
で
あ
り
、
多
様
な
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
を
通
じ
て
、

地
域
に
お
け
る
自
律
的
好
循
環
の
形
成
が

見
込
ま
れ
る
事
業
を
「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
選
定
し
、
国
の
補

助
金
に
よ
る
支
援
を
し
て
い
ま
す
。
２
０

１
８
年
度
か
ら
選
定
を
開
始
し
て
お
り
、

今
年
度
ま
で
の
４
年
間
で
、40
事
業
を「
自

治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
選

定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
町
村
で
は
、

８
事
業
が
「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事

業
」
と
し
て
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
資

料
２
・
３
）

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
等
の
募
集

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
等
の
募
集

２
０
２
２
年
度
も
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
」、「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募
集
に
関
す
る
要

領
、
提
案
様
式
等
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て
お
り
ま

す
。
提
案
受
付
期
間
は
、
令
和
４
年
２
月

14
日
（
月
）
か
ら
２
月
28
日
（
月
）
正
午

ま
で
で
す
。

自
治
体
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を
さ

ら
に
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
模
範
と

な
る
モ
デ
ル
と
し
て
の
先
進
事
例
の
創
出

と
、
そ
の
普
及
展
開
が
必
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
提
案
に
際
し
て
は
、
経
済
、
社
会
、

環
境
の
三
側
面
を
つ
な
ぐ
統
合
的
取
組
に

よ
り
、
個
別
効
果
だ
け
で
な
く
、
三
側
面

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
、
取
組
全
体
で
適

正
な
効
果
が
得
ら
れ
る
内
容
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、「
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
や
「
デ

ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
の
実
現
に

向
け
、
脱
炭
素
社
会
の
推
進
や
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
有
効
に
活
用
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
を
目
指
す
先
導
的
な
提
案
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

SDGｓ未来都市・自治体SDGｓモデル事業について資料２

2018年度～2021年度ＳＤＧｓ未来都市等選定都市一覧

2018年度選定（全29都市）
※都道府県・市区町村コード順

2019年度選定（全31都市）
※都道府県・市区町村コード順

2020年度選定（全33都市）
※都道府県・市区町村コード順

2021年度選定（全31都市）
※都道府県・市区町村コード順

都道府県 選定都市 都道府県 選定都市 都道府県 選定都市 都道府県 選定都市 都道府県 選定都市 都道府県 選定都市 都道府県 選定都市 都道府県 選定都市

北海道

★北海道
静岡県

静岡市 岩手県 陸前高田市 滋賀県 ★滋賀県 岩手県 岩手町 滋賀県 湖南市 北海道 上士幌町
岐阜県

高山市

札幌市 浜松市 福島県 郡山市 京都府 舞鶴市
宮城県

仙台市 京都府 亀岡市 岩手県 一関市 美濃加茂市

ニセコ町 愛知県 豊田市 栃木県 宇都宮市

奈良県

生駒市 石巻市

大阪府

★大阪府・
大阪市 山形県 米沢市 静岡県 富士宮市

下川町 三重県 志摩市 群馬県 みなかみ町 三郷町 山形県 鶴岡市 豊中市 福島県 福島市
愛知県

小牧市

宮城県 東松島市 大阪府 堺市 埼玉県 さいたま市 広陵町 埼玉県 春日部市 富田林市 茨城県 境町 知立市

秋田県 仙北市 奈良県 十津川村 東京都 日野市 和歌山県 和歌山市 東京都 豊島区 兵庫県 明石市 群馬県 ★群馬県
京都府

京都市

山形県 飯豊町
岡山県

岡山市
神奈川県

川崎市
鳥取県

智頭町 神奈川県 相模原市 岡山県 倉敷市 埼玉県 ★埼玉県 京丹後市

茨城県 つくば市 真庭市 小田原市 日南町

石川県

金沢市 広島県 東広島市 千葉県 市原市 大阪府 能勢町

神奈川県

★神奈川県 広島県 ★広島県 新潟県 見附市 岡山県 西粟倉村 加賀市 香川県 三豊市
東京都

墨田区
兵庫県

姫路市

横浜市 山口県 宇部市
富山県

★富山県
福岡県

大牟田市 能美市 愛媛県 松山市 江戸川区 西脇市

鎌倉市 徳島県 上勝町 南砺市 福津市 長野県 大町市 高知県 土佐町 神奈川県 松田町 鳥取県 鳥取市

富山県 富山市 福岡県 北九州市 石川県 小松市 熊本県 熊本市 岐阜県 ★岐阜県 福岡県 宗像市 新潟県 妙高市 愛媛県 西条市

石川県
珠洲市 長崎県 壱岐市 福井県 鯖江市

鹿児島県
大崎町

静岡県
富士市 長崎県 対馬市 福井県 ★福井県

熊本県
菊池市

白山市 熊本県 小国町

愛知県

★愛知県 徳之島町 掛川市 熊本県 水俣市
長野県

長野市 山都町

長野県 ★長野県 名古屋市 沖縄県 恩納村 愛知県 岡崎市 鹿児島県 鹿児島市 伊那市 沖縄県 ★沖縄県

豊橋市
三重県

★三重県 沖縄県 石垣市 岐阜県 岐阜市

いなべ市

※黄色網掛けは「自治体ＳＤＧｓモデル事業」選定自治体
※★はＳＤＧｓ未来都市のうち都道府県
※赤囲いは「ＳＤＧｓ未来都市」に選定された町村

累計
ＳＤＧｓ未来都市 124都市（125自治体）
自治体ＳＤＧｓモデル事業 40都市

資料３
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
る
と

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
る
と

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
選
定
さ
れ

た
都
市
は
、
国
と
も
連
携
し
な
が
ら
提
案

内
容
を
さ
ら
に
具
体
化
し
つ
つ
、
３
年
間

の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
達
成
に
向
け
た
取
組
を
積
極
的
に
実

施
し
ま
す
。
取
組
を
進
め
る
中
で
、
国
の

各
府
省
庁
か
ら
の
支
援
施
策
活
用
等
の
助

言
が
受
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
国
内
外
へ

の
成
果
発
信
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

有
識
者
に
よ
る
計
画
推
進
に
関
わ
る
助
言

等
の
支
援
も
得
な
が
ら
、
定
期
的
に
取
組

の
進
捗
管
理
を
行
い
、
そ
の
達
成
度
を
明

確
に
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
創

生
推
進
交
付
金
の
申
請
事
業
数
に
つ
い

て
、
上
限
の
枠
外
と
し
て
、
１
事
業
追
加

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
に

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
に  

選
定
さ
れ
る
と

選
定
さ
れ
る
と

「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
に

選
定
さ
れ
る
と
、国
の
補
助
金
に
お
い
て
、

事
業
構
想
作
成
や
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
開

催
費
等
「
全
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
普
及
啓

発
等
経
費
」
と
し
て
の
定
額
補
助
（
上
限

１
・
５
千
万
円
）
と
、
事
業
実
施
に
係
わ

る
設
備
導
入
や
試
作
・
実
証
経
費
な
ど

「
事
業
実
施
経
費
」
と
し
て
の
定
率
補
助

（
１
／
２
、
上
限
１
千
万
円
）
の
支
援
が

あ
り
ま
す
（
令
和
４
年
度
概
算
要
求
ベ
ー

ス
、
総
額
２
・
５
億
円
）。

こ
の
よ
う
に
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」

や
「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
を

選
定
・
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方

創
生
分
野
に
お
け
る
日
本
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

モ
デ
ル
」
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
モ
デ
ル
事
例
の
積
極
的
な
普
及
啓

発
を
行
う
こ
と
で
、
全
国
で
同
様
の
課
題

を
抱
え
る
地
域
等
へ
の
横
展
開
へ
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

町
村
の
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
例

町
村
の
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
例

町
村
の
中
で
は
、
北
海
道
ニ
セ
コ
町
、

北
海
道
下
川
町
、
北
海
道
上
士
幌
町
、
岡

山
県
西
粟
倉
村
、
熊
本
県
小
国
町
、
熊
本

県
山
都
町
、
鹿
児
島
県
大
崎
町
、
沖
縄
県

恩
納
村
の
計
８
都
市
の
事
業
が
、「
自
治

体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
と
し
て
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
お
け
る
地

域
資
源
や
抱
え
て
い
る
課
題
が
明
確
で
あ

り
、課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
通
じ
て
、

自
律
的
好
循
環
の
形
成
が
見
込
ま
れ
る
事

業
が
、
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
ニ
セ
コ
町
で
は
、
街
区
形
成
を
通
じ

て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
環
境

配
慮
型
住
宅
群
の
建
設
を
軸
に
、
人
口
増

加
に
伴
う
住
宅
不
足
の
解
消
、
ヒ
ー
ト

シ
ョ
ッ
ク
の
予
防
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

の
削
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
運
営
組
織
に
よ
る
活
発
な
自
治
活
動
を

進
め
る
等
、自
立
へ
向
け
た
工
夫
を
含
め
、

ニ
セ
コ
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
高
め
る
取
組

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

②
下
川
町
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
を

活
用
し
た
伐
採
・
造
林
か
ら
加
工
流
通
ま

で
、
林
業
の
シ
ー
ム
レ
ス
産
業
化
を
軸
と

し
、
健
康
省
エ
ネ
住
宅
の
主
流
化
、
除
雪

体
制
や
災
害
対
応
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
を

中
心
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
拡
大
等
の
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

三
側
面
を
意
識
し
た
取
組
の
中
で
、
そ
れ

ら
を
つ
な
ぐ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
セ
ン
タ
ー
を
構
築
・
活
用
し
、
各
側
面

に
お
け
る
相
乗
効
果
を
発
揮
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

③
上
士
幌
町
で
は
、
畜
産
バ
イ
オ
マ
ス

を
核
と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地

産
地
消
や
住
民
向
け
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
導
入
に
よ

る
移
動
の
利
便
性
向
上
と
だ
れ
も
が
生
涯

活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
、
移
動
・
宿

泊
・
仕
事
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ
ク
と

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
を
核
と
し
た
都
市
部
企

業
人
の
呼
び
込
み
な
ど
の
事
業
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に

向
け
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
組
を
進

め
る
た
め
、
行
政
と
事
業
者
・
団
体
等
を

つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
て

人
や
投
資
を
呼
び
込
み
、
統
合
的
取
組
の

実
効
性
を
高
め
て
お
り
ま
す
。

④
西
粟
倉
村
で
は
、
森
林
信
託
事
業
に

よ
る
森
林
の
集
約
化
や
森
林
経
営
に
そ
ぐ

わ
な
い
民
有
林
に
つ
い
て
経
済
価
値
を
判

定
し
た
上
で
の
公
有
林
化
等
を
通
し
、
地

域
全
体
の
森
林
価
値
の
最
大
化
と
最
適
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
資
金
調
達
に
あ

た
っ
て
は
森
林
フ
ァ
ン
ド
を
組
成
す
る
と

と
も
に
、
投
資
家
を
関
係
人
口
と
し
て
位

置
づ
け
巻
き
込
ん
で
い
く
等
、
金
融
機
関

も
含
め
た
官
民
連
携
の
仕
組
み
を
活
か
し

た
移
住
・
定
住
の
実
現
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑤
小
国
町
で
は
、地
域
資
源
を
活
か
し
、

町
主
体
の
開
発
計
画
に
よ
る
地
熱
資
源
の

有
効
活
用
や
、
未
利
用
熱
水
を
活
用
し
た

バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
の
利
用
拡
大
検
討
、
持

続
可
能
な
公
共
交
通
確
保
の
た
め
の
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
導
入
検
討
等
の
取
組
を
進

め
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強

化
や
地
域
に
お
け
る
自
立
的
・
持
続
的
な

経
済
活
動
構
築
の
た
め
、
産
学
官
民
に
よ

る
交
流
・
研
究
拠
点
の
創
出
を
目
指
し
、

体
制
・
施
設
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑥
山
都
町
で
は
、
町
の
魅
力
の
一
つ
で

あ
る
「
有
機
農
業
」
を
経
済
・
社
会
・
環

境
の
核
と
し
て
、
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
農

作
業
を
プ
ロ
セ
ス
で
体
験
、
人
材
育
成
、

生
ご
み
を
活
用
し
た
堆
肥
生
成
、
生
産
者

を
核
と
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
形
成

な
ど
の
取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

⑦
大
崎
町
で
は
、
世
界
の
人
口
１
万
人
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地
域
で
応
用
可
能
な
循
環
型
地
域
経
営
モ

デ
ル
の
確
立
へ
向
け
て
、
地
域
全
体
で
の

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
軸
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
手
間
が
か
か
る
リ
サ

イ
ク
ル
、
産
業
の
担
い
手
不
足
、
多
文
化

共
生
社
会
へ
の
対
応
等
の
課
題
解
決
の
た

め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
国
際
化
、
地

域
内
外
の
官
民
連
携
、
人
材
育
成
を
図
る

取
組
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

⑧
恩
納
村
で
は
、
サ
ン
ゴ
を
は
じ
め
と

す
る
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
に
よ
り
、

観
光
産
業
の
高
付
加
価
値
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
収
益
を
村
民
に
還
元

す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
実
現
や
、
将
来
世
代
の
育

成
と
全
員
参
加
型
社
会
の
実
現
、
サ
ン
ゴ

等
豊
か
な
自
然
あ
ふ
れ
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
現
状
や
課
題
を

踏
ま
え
て
、
将
来
の
地
域
の
目
指
す
べ
き

姿
を
描
き
、
そ
の
実
現
に
向
け
、
経
済
・

社
会
・
環
境
の
各
側
面
へ
好
影
響
を
与
え

る
具
体
的
な
取
組
を
検
討
、
推
進
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
地
方
創
生
へ
つ

な
げ
る
仕
組
み
を
自
治
体
の
政
策
検
討
等

へ
活
か
す
こ
と
が
行
政
効
率
の
向
上
へ
も

つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
各
都
市
の
地
域
課
題
や

取
組
内
容
、
取
組
成
果
、
進
捗
状
況
等
に

つ
い
て
、別
冊
１
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
・

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
事
例
集
」

と
し
て
と
り
ま
と
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
公
表
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度

ご
覧
く
だ
さ
い
。

小
規
模
な
自
治
体
に
お
け
る

小
規
模
な
自
治
体
に
お
け
る  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
状
況

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
状
況

内
閣
府
で
は
、
前
述
の
と
お
り
、
２
０

２
４
年
度
ま
で
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向

け
た
取
組
を
行
っ
て
い
る
都
道
府
県
及
び

市
区
町
村
の
割
合
」
を
60
％
に
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
お
り
、
ま
た
、
全
国
の
自
治

体
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
た
取
組
の
実

施
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
自

治
体
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度
や
取

組
度
合
い
に
関
し
て
平
成
30
年
度
よ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。
過
去
４
年
間
を
比
較
す
る
と
、
年
を

追
う
毎
に
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
か
」
と
い
う

設
問
に
つ
い
て
、「
推
進
し
て
い
る
」
と

回
答
し
た
自
治
体
の
割
合
が
上
昇
し
て
お

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
組
は
着
実
に

全
国
へ
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
を
分
析
し
て
み
る
と
、
町
村
な
ど

の
小
規
模
自
治
体
（
人
口
５
万
人
未
満
）

の
推
進
状
況
に
つ
い
て
は
、
年
々
増
加
傾

向
で
は
あ
る
も
の
の
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に

向
け
た
取
組
を
推
進
し
て
い
る
割
合
が
未

だ
低
い
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
な
る
取
組
の

推
進
が
必
要
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

調査項目：地方創生SDGｓ達成に向けて取り組みを推進されていますか？

今後推進していく予定がある

今後推進を検討していく予定がある

(N=1,020)
2018年度

2019年度
(N=1,237)

2020年度
(N=1,303)

2021年度
(N=1,418)

0 20 40 60 80 [％]100

8％
（87）

7％
（71）

36％
（n=365）

49％
（n=497）

20％
（n=241）

22％
（n=277）

43％
（n=537）

15％
（n=182）

55％
（n=710）

19％
（n=247）

22％
（n=288）

4％
（58）

66％
（n=932）

18％
（n=250）

14％
（n=204）

2％（32）

2018年度：4.9% 2019年度：13.5% 2020年度：39.7% 2021年度：52.1%
■全自治体（1,788）に占める、「推進している」と回答した自治体の割合

推進しておらず今後推進していく予定もない

SDGｓに関する全国アンケート調査（自治体向け）結果

【令和3年度調査結果】 ※調査実施主体：自治体SDGｓ推進評価・調査検討会、調査時期：2021年9月29日～11月15日
※対象1,788（都道府県・市区町村）、回答：1,418（内訳：47都道府県、1,371市区町村）、回答率：79.3%

資料４

SDGｓ達成に向けて取り組みを推進されていますか？（クロス集計）資料５
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（
資
料
４
・
５
）

広
域
連
携
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の

広
域
連
携
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の

推
進
に
つ
い
て

推
進
に
つ
い
て

前
述
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
お
け
る
小

規
模
自
治
体
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
取
組

状
況
を
踏
ま
え
、
内
閣
府
で
は
、
令
和
３

年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
小
規
模
自
治

体
等
が
広
域
で
連
携
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理

念
に
沿
っ
て
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭

素
化
等
に
取
り
組
み
、
地
域
活
性
化
を
目

指
す
好
事
例
を
「
広
域
連
携
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ

デ
ル
事
業
」
と
し
て
選
定
し
、
補
助
金
を

交
付
し
て
、
支
援
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
令
和
４
年
１
月
13
日
（
木
）
か
ら

公
募
を
開
始
し
て
い
ま
す
。（
〆
切
：
３

月
23
日
（
水
））（
資
料
６
）

内
閣
府
に
よ
る
自
治
体
へ
の
取
組
支
援

内
閣
府
に
よ
る
自
治
体
へ
の
取
組
支
援

内
閣
府
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
等

を
目
指
す
自
治
体
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
を

推
進
し
た
い
自
治
体
へ
の

サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
る

た
め
、
昨
年
度
よ
り
『
地

方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
オ
ン
ラ

イ
ン
個
別
相
談
会
』
を
始

め
ま
し
た
。

本
年
度
も
、
自
治
体
の

取
組
状
況
に
応
じ
た
５
つ

の
コ
ー
ス
で
相
談
を
受
け

付
け
て
お
り
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
ど
う
取
り
組
め
ば
良

い
か
」
や
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
へ
の
応
募
を
考
え

て
い
る
が
、
特
に
留
意
す

べ
き
点
や
全
体
の
方
向
性

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き
た
い
」
と
い
っ

た
よ
う
な
具
体
的
な
相
談

も
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
に
選
定

さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
31
都
市
の
う

ち
20
都
市
も
、
こ
の
相
談
会
に
参
加
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
等
の
提
案
書
を
正

式
に
提
出
さ
れ
る
ま
で
は
、
作
成
等
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（
参
考
）

２
０
２
２
年
度
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
及
び

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
の
選
定
に

つ
い
て

https://w
w

w
.chisou.go.jp/tiiki/

kankyo/teian/sdgs_2022sentei.
htm

l

地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
オ
ン
ラ
イ
ン
個
別
相

談
会
申
し
込
み

h
ttp

s://fo
rm

.ca
o

.g
o

.jp
/ch

iik
i/

opinion-0180.htm
l

別
冊
１
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
・
自
治
体

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
事
例
集
」

（https://w
w

w
.chisou.go.jp/tiiki/

kankyo/pdf/bessatsu1.pdf

問
い
合
わ
せ
先

内
閣
府
地
方
創
生
推
進
事
務
局

電
話　

０
３

─

５
５
１
０

─

２
１
９
９

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　このご案内は概要を説明したものです。詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-73250120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前９時30分～午後５時）

FAXTEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

SJ21-00628（2021.4.19作成）

広域連携SDGｓモデル事業選定の事業概要について資料６
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フォーラム

現地レポート 町村独自のまちづくり

は
じ
め
に

南
越
前
町
で
は
、
町
民
に
優
し
く
、
安
全

で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
活
き
活
き
と
働
き
、

人
と
文
化
を
育
む
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
口
は
平
成
27
年
国
勢
調
査
１
０
、
７
９

９
人
、
令
和
２
年
国
勢
調
査
で
１
０
、
０
０

２
人
と
な
り
ま
し
た
。
将
来
人
口
推
計
で
は

令
和
７
年
の
人
口
が
約
９
、
２
０
０
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。

福
井
県
の
ほ
ぼ
中
央
、
嶺
北
地
域
の
南
端

に
位
置
し
、
北
は
越
前
市
、
越
前
町
と
池
田

町
、
東
お
よ
び
南
は
岐
阜
県
・
滋
賀
県
、
西

は
敦
賀
市
と
日
本
海
に
接
す
る
山
・
海
・
里

の
地
形
の
変
化
に
富
ん
だ
自
然
豊
か
な
町

で
、
町
土
の
面
積
は
３
４
３
・
６
９
㎢
の
う

ち
約
92
％
が
山
林
で
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

若
い
世
代
が
地
域
で
実
践
す
る　

「
ま
ち
み
ら
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

令
和
２
年
春
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
り
、
学
生
は
地
域
で
の
調
査

研
究
や
活
動
の
中
止
な
ど
、
地
域
を
フ
ィ
ー

ル
ド
に
学
び
挑
戦
す
る
機
会
が
減
少
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
わ
が
町
に
お
い
て
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
る
影

響
は
大
き
く
、
観
光
業
を
は
じ
め
と
し
た
地

域
経
済
の
疲
弊
、
各
種
交
流
の
停
滞
な
ど
、

新
た
な
課
題
や
変
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
町
で
は
、学
生
の
「
学
び
の
継
続
」

と
時
代
に
即
し
た
「
地
域
で
の
挑
戦
」
を
柔

軟
に
支
援
す
る
こ
と
で
、
人
材
の
育
成
と
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
「
ま
ち
み
ら
い

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

「
ま
ち
み
ら
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
は
、
大
学

生
等
が
町
に
関
連
の
あ
る
活
動
を
自
由
に
設

定
し
、
主
体
的
に
取
り
組
む
も
の
で
、
令
和

▲

道
の
駅
「
南
え
ち
ぜ
ん
山
海
里
」

現地レポート 町村独自のまちづくり

福井県

南越前町
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「
海
と
緑
と
歴
史
の
恵
み
に
抱
か
れ
て
、

「
海
と
緑
と
歴
史
の
恵
み
に
抱
か
れ
て
、

出
会
い
か
ら
活
力
の
花
ひ
ら
く
町
」
を
目
指
し
て

出
会
い
か
ら
活
力
の
花
ひ
ら
く
町
」
を
目
指
し
て

南み
な
み

越え
ち

前ぜ
ん

町ち
ょ
う

福
井
県
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２
年
度
は
15
組
、
令
和
３
年
度
は
５
組
の
計

26
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
町
は
参
加
学
生
に

対
し
、
１
組
あ
た
り
10
万
円
の
支
援
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
等
に
よ
る
地
域
情
報
の
提
供

を
行
い
ま
し
た
が
、
活
動
の
企
画
か
ら
実
施

の
全
て
を
学
生
自
身
の
行
動
力
で
自
由
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

活
動
場
所
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ほ
か
、
大
学

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
受
け
な
が
ら
２
週
間
町

に
滞
在
し
た
り
、
町
内
で
暮
ら
す
祖
父
母
の
家

を
拠
点
に
活
動
し
た
り
、
状
況
を
踏
ま
え
た
多

様
な
形
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
活
動
内
容

も
多
彩
で
、
①
町
の
名
所
や
自
然
の
写
真
を
載

せ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
ト
ラ
ン
プ
を
作
成
し
、
中
学

生
が
楽
し
み
な
が
ら
ふ
る
さ
と
を
学
ぶ
機
会
を

提
供
す
る
活
動
、
②
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
鉄
道
遺

産
を
巡
る
体
験
プ
ラ
ン
の
実
用
化
を
図
る
活

動
、
③
町
産
野
菜
の
魅
力
を
若
者
向
け
に
発
信

す
る
活
動
ー
な
ど
、
そ
の
多
く
が
地
域
内
外
の

人
を
巻
き
込
む
よ
う
な
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

活
動
終
了
後
に
は
、
半
年
間
生
活
の
拠
点
を
町

に
移
し
た
り
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
発
信
を

担
っ
た
り
、
大
学
の
後
輩
に
活
動
を
引
き
継
い

だ
り
す
る
な
ど
、
連
続
性
の
あ
る
活
動
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

本
事
業
の
特
徴
は
、
提
案
だ
け
で
な
く
学

生
の
皆
さ
ん
自
身
が
「
実
践
」
す
る
こ
と
で

す
。
地
域
課
題
に
捉
わ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
・
視
座
で
地
域
を
知
り
、
楽
し
み
な
が

ら
活
動
す
る
こ
と
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
共

感
や
協
力
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考

え
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
に
は
、
町
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育

成
が
重
要
で
す
。
特
に
若
い
世
代
は
地
域
と
の

関
わ
り
が
希
薄
化
し
て
お
り
、
若
い
世
代
が
主

体
的
に
地
域
を
楽
し
む
き
っ
か
け
を
創
出
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。参
加
学
生
の
多
く
か
ら「
地

域
の
方
と
話
す
こ
と
で
人
の
温
か
さ
と
町
の
魅

力
に
気
付
い
た
」「
農
家
さ
ん
と
の
会
話
が
楽

し
く
、
自
分
自
身
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ
け
た

よ
う
に
感
じ
、
活
動
の
原
動
力
に
な
っ
た
」
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
小
さ
な
実
践
を
応

援
し
、
若
い
世
代
の
思
い
を
受
け
止
め
て
い
く

こ
と
は
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
不
可
欠
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
変
化
を
捉
え
な
が
ら
、
幅
広
い
世

代
の
方
が
自
由
に
ま
ち
づ
く
り
に
挑
戦
で
き

る
場
の
提
供
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

南
越
前
町
の
最
も
ホ
ッ
ト
な
ニ
ュ
ー
ス

新
た
な
交
流
拠
点　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

型
道
の
駅
「
南
え
ち
ぜ
ん
山
海
里
」

令
和
３
年
10
月
８
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
南
え
ち
ぜ
ん
山
海
里
」
は
北
陸
自
動
車
道

南
条
Ｓ
Ａ
（
上
り
）
に
隣
接
し
、「
道
の
駅
」

と
「
南
条
Ｓ
Ａ
」
は
徒
歩
に
よ
る
往
来
が
可

能
で
、
北
陸
自
動
車
道
か
ら
も
一
般
道
か
ら

も
利
用
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
で
お
食
事

や
買
い
物
が
楽
し
め
ま
す
。

南
条
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
も
隣
接
し
て
い
る
こ

と
か
ら
利
便
性
も
高
く
福
井
県
の
観
光
情
報

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま

す
。隣

接
す
る
公
園
「
さ
ん
か
い
り
パ
ー
ク
」

と
は
ロ
ン
グ
滑
り
台
で
公
園
と
一
体
化
し
た ▲活動終了後に半年間移住した大学生

▲�「南越前町トランプ」を楽しむ中学生

▲�鉄道遺産を巡るサイクリング体験の実用化

▲町産野菜のレシピを考案しSNSで発信
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「
道
の
駅
」
と
し
て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
型
道
の
駅

で
す
。

地
元
特
産
の
今
庄
そ
ば
や
日
本
海
の
海
鮮

な
ど
山
海
里
の
グ
ル
メ
を
堪
能
し
て
い
た
だ

け
る
７
つ
の
専
門
店
の
オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン

が
並
ぶ
フ
ー
ド
ホ
ー
ル
で
の
お
食
事
と
、
新

鮮
な
野
菜
や
海
の
幸
が
並
ぶ
直
売
所
と
地
酒

も
販
売
し
て
い
る
お
土
産
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の

充
実
し
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
お
買
い
物
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

３
階
に
は
キ
ッ
ズ
パ
ー
ク
、
屋
上
４
階
に

は
イ
ベ
ン
ト
広
場
な
ど
お
買
い
物
だ
け
で
な

く
お
子
様
た
ち
に
も
十
分
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

夜
に
は
施
設
周
辺
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
華
や

か
に
飾
ら
れ
ま
す
。

町
の
魅
力
の
一
部
を
ご
紹
介

☆�

魅
力
そ
の
１　

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区　

令
和
３
年
８
月
４
日
選
定　

「
北
国
街
道　

今
庄
宿
」

幾
重
に
も
山
が
連
な
る
南
越
前
町
今
庄

は
、
北
陸
随
一
の
難
所
を
背
に
し
、
こ
の
地

を
行
き
交
う
旅
人
は
、
み
な
「
今
庄
宿
」
で

疲
れ
を
癒
し
、
峠
を
越
え
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
ま
ち
に
は
、
当
時
の
風
情
が
う
か
が

え
る
宿
場
町
の
面
影
が
今
も
息
づ
い
て
い
ま

す
。
ゆ
っ
く
り
と
歩
き
、
先
人
た
ち
が
過
ご

し
た
時
を
体
感
で
き
ま
す
。

山
本
周
五
郎
は
小
説
「
虚
空
遍
歴
」
の
中

で
「
こ
の
今
庄
と
い
う
土
地
に
は
な
に
か
あ

る
。
初
め
て
来
た
と
き
か
ら
、
な
に
か
お
れ

と
の
あ
い
だ
に
説
明
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

つ
な
が
り
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
た
」
と
記
し

て
い
ま
す
。

「
今
庄
宿
」
に
は
約
１
㎞
の
街
道
沿
い
に
４

軒
の
酒
蔵
が
あ
り
、
創
業
２
０
０
年
以
上
の

歴
史
あ
る
蔵
で
昔
な
が
ら
の
丁
寧
な
酒
造
り

を
営
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
約
４
５
０
年
の

歴
史
を
持
つ
「
今
庄
つ
る
し
柿
」
は
ど
ん
な

に
空
腹
で
も
「
一
つ
食
え
ば
一
里
、
三
つ
食
え

ば
三
里
歩
け
る
」
と
言
わ
れ
“
旅
人
の
元
気

の
源
”
と
し
て
重
宝
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で

も
特
産
品
と
し
て
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

 ☆�

魅
力
そ
の
２　
「
日
本
遺
産
が
２
つ
あ
る

ま
ち
」

Ⅰ　

 

海
を
越
え
た

鉄
道　

～
世

界
へ
つ
な
が

る
鉄
路
の
キ

セ
キ
～

古
く
か
ら
宿
場

町
や
港
町
と
し
て

栄
え
、
交
通
の
要

所
と
し
て
発
展
し

て
き
た
福
井
県
南

越
前
町
今
庄
、
敦

賀
市
、
滋
賀
県
長

浜
市
は
明
治
維
新

を
経
て
、
近
代
国

家
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
日
本
の
中
で
、
鉄

道
で
結
ば
れ
、
人
と
物
資
を
運
び
、
文
化
や

経
済
の
成
熟
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
南
越
前

町
今
庄
は
、
峠
越
え
に
挑
む
鉄
道
基
地
と
し

て
、
ま
た
敦
賀
は
陸
運
と
海
運
を
結
束
す
る

鉄
道
と
港
の
ま
ち
と
し
て
、
長
浜
は
、
日
本

海
と
太
平
洋
を
結
ぶ
水
陸
交
通
の
タ
ー
ミ
ナ

ル
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

福
井
県
と
滋
賀
県
に
ま
た
が
る
旧
北
陸
線

の
エ
リ
ア
に
は
、
今
も
当
時
の
歴
史
を
し
の

ぶ
こ
と
が
で
き
る
鉄
道
を
中
心
と
し
た
貴
重

な
近
代
化
遺
産
が
数
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

今
も
息
づ
く
、
近
代
化
遺
産
を
巡
る
旅
を
堪

能
で
き
ま
す
。

Ⅱ　

 

荒
波
を
超
え
た
男
た
ち
の
夢
が
紡
い
だ

異
空
間　

～
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集

落
～

南
越
前
町
河
野
に
は
江
戸
時
代
末
期
か
ら

明
治
時
代
初
期
に
か
け
廻
船
を
生
業
と
し
て

い
た
北
前
船
主
の
５
大
船
主
の
右
近
家
や
中

村
家
の
住
居
が
今
も
並
び
、
当
時
の
繁
栄
を

色
濃
く
残
す
北
前
船
主
通
り
が
あ
り
ま
す
。

右
近
家
の
裏
山
の
中
腹
に
あ
る
西
洋
館
か

▲北国街道　今庄宿

▲旧北陸線　山中トンネル

▲国重要文化財　中村家
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ら
は
若
狭
湾
を
一
望
で
き
ま
す
。

中
村
家
の
住
居
は
国
の
重
要
文
化
財
に
も

指
定
さ
れ
て
お
り
令
和
５
年
春
に
一
般
公
開

す
る
予
定
で
す
。

未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
農
林

水
産
業
の
衰
退
な
ど
町
が
抱
え
る
課
題
は
山

積
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
の
課
題
に
正
面
か
ら
真

摯
に
向
き
合
い
、解
決
に
向
け
知
恵
を
絞
り
、

未
来
へ
希
望
を
も
っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
人
と
人
が
繋
が
り
支
え
あ
う
」
と
い
う

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
本
的
な
考
え
方
を

軸
に
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
最
大

限
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
し
や
す
い
生
活
が
実
現
で
き

る
よ
う
に
新
た
な
取
組
に
果
敢
に
挑
戦
し
て

い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
自
治
体
間
の
連
携
を
図
り

先
駆
的
な
取
組
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
必
要
で

す
。南

越
前
町
は
交
通
ア
ク
セ
ス
が
比
較
的
良

く
、
日
本
海
沿
い
の
海
岸
線
に
は
旅
館
や
民

宿
な
ど
の
宿
泊
施
設
も
点
在
し
て
お
り
、
ご

滞
在
時
間
を
と
っ
て
い
た
だ
き
南
越
前
町
の

魅
力
を
十
分
に
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。

南
越
前
町
長　

岩
倉　

光
弘

◎�応急救助等にかかる費用が対象� �
（災害救助法の適用を受けた災害は対象外）

◎�新型コロナウイルス対策費用も対象� �
（感染症対策としてホテルを借りる費用、マスク･消毒液等の費用）

◦�補償内容の詳細は「町村.com」をご覧ください。�
（https://www.zck.or.jp/choson/）
◦�加入の申し込み、お問い合わせはお近くの都道府県町
村会までご連絡ください。

近年、自然災害が増加し、毎年多くの避難指示等の発令がなされていますが、発令の約９割以上が災害救助法の適
用にいたっていません。未適用となり、住民の避難のために発生した費用は、すべて自治体の財源で賄わなければ
なりません。その財政負担を軽減するのが、「災害対策費用保険制度」です。
保険料は普通交付税措置されていますので、想定外の自然災害に備え、ぜひ本制度をご活用ください。

災害対策に
役立っています！ 災害対策費用保険制度災害対策費用保険制度 をご活用ください をご活用ください
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ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

福井県おおい町

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　「
う
み
り
ん
」
は
、
青
戸
の
入
り
江
に
輝
く

海
や
清
流
き
ら
め
く
山
里
な
ど
、
お
お
い
町

の
豊
か
な
自
然
が
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
た
お
お

い
町
公
式
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。

2
0
0
6
年
に
旧
大
飯
町
と
旧
名
田
庄
村
が

合
併
し
て
お
お
い
町
が
誕
生
し
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
町
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
町
内

外
に
向
け
て
公
募
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ

ン
6
0
8
点
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
名
4
8
6
点

の
応
募
作
品
の
中
か
ら
、
2
0
0
8
年
に
「
う

み
り
ん
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
2
0
1
8
年

に
は
、
着
ぐ
る
み
を
新
調
す
る
た
め
、
町
で

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
多
く
の
支
援
が
あ
り
、
そ
の
お
か
げ
で
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
実
現
し
た
と
い
い
ま
す
。

町
内
外
を
問
わ
ず
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方

ま
で
、
た
く
さ
ん
の
人
々
と
触
れ
合
い
、
た

く
さ
ん
の
人
々
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
を
心
掛

け
て
い
る
「
う
み
り
ん
」。
こ
れ
か
ら
も
、
町

の
魅
力
を
発
信
し
、
町
を
盛
り
上
げ
る
た
め

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
2
0
0
6
年
に
旧
大
台
町
と
旧
宮
川
村
が

合
併
す
る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
・
村
で
活

躍
し
て
い
た
ふ
た
り
が
兄
妹
と
な
り
、
一
緒

に
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
宮
坊
」

は
、
水
質
日
本
一
の
清
流
・
宮
川
を
描
き
、

ア
マ
ゴ
や
カ
ワ
セ
ミ
、
し
い
た
け
な
ど
が
の
っ

て
い
る
帽
子
を
被
っ
て
い
て
、
町
の
豊
か
な

大
自
然
を
イ
メ
ー
ジ
、
P
R
し
て
い
ま
す
。

「
チ
ャ
ミ
ー
」
は
、
生
産
が
盛
ん
な
お
茶
を

P
R
す
る
た
め
に
誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

で
、
頭
は
茶
の
実
の
形
を
し
て
い
て
、
茶
葉

が
生
え
て
い
ま
す
。
8
月
15
日
に
開
催
す
る

「
千
客
万
来
夏
ま
つ
り
」
や
11
月
の
「
ど
ん
と

こ
い
大
台
ま
つ
り
」
な
ど
、
町
主
催
の
イ
ベ

ン
ト
や
お
祭
に
は
ふ
た
り
仲
良
く
参
加
し
て
、

町
民
や
観
光
客
と
の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。「
宮
坊
」
と
「
チ
ャ
ミ
ー
」

は
、
こ
れ
か
ら
も
大
台
町
の
情
報
を
発
信
し
、

魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
知
名
度
向
上
の
た
め

に
P
R
活
動
に
励
ん
で
い
き
ま
す
。

2008年3月3日生まれ。前向きな性格。
「きのこ」「自然薯」「梅」「アマダイ」
など、おおい町の特産品が大好き。
もちろんおおい町そのものも大好き。

「宮坊（左）」は1992年生まれののんびり屋
さんな男の子。ぶらぶらとお散歩するのが趣
味。「チャミー（右）」は1997年生まれのおちゃ
めで元気な女の子。のんびりと日光浴するの
が趣味。ふたりとも大台茶が大好き。

宮
坊
・
チ
ャ
ミ
ー

宮
坊
・
チ
ャ
ミ
ー

2012年3月27日生まれ。本名は宮崎太郎長
康。朝日町の広報部長を務めるだけあって、
朝日町の人・自然・文化が大好き。無口だが、
声をかけられるのは実は嬉しい。

　「
ヒ
ス
イ
太
郎
」
は
、
歴
史
・
文
化
を
学
び

深
め
る
と
と
も
に
、
町
の
P
R
を
行
う
た
め
、

2
0
1
2
年
に
新
た
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
誕
生
し
ま
し
た
。
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
平
安
時
代
末
期
の
動
乱
期
に
活
躍

し
、
木
曽
義
仲
と
ゆ
か
り
の
あ
っ
た
地
元
の

地
方
豪
族
「
宮
崎
太
郎
長
康
」。
武
将
な
ら
で

は
の
威
厳
を
感
じ
さ
せ
る
勇
ま
し
い
風
貌
に

愛
嬌
と
優
し
さ
を
プ
ラ
ス
し
、
地
元
の
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
る
存
在
で
す
。
兜
に
つ
い
た
勾

玉
は
朝
日
町
の
海
岸
で
採
取
で
き
る
ヒ
ス
イ

か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
、「
ヒ
ス
イ
太
郎
」
の

名
前
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。「
全
国

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
」
や
「
あ
さ
ひ
祭
り
」

な
ど
の
町
内
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
県
外
で
の

イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
と
て
も
ア

ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
。
人
と
触
れ
合
う
こ
と
が

大
好
き
で
、
郷
土
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と

に
情
熱
を
燃
や
す
朝
日
町
の
広
報
部
長
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。
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う
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随　想

町 村 週 報（第三種郵便物認可）第3188号

「
築
堤
の
工
を
起
こ
し
て
住
民
百
世
の
安

堵
を
図
る
」

こ
の
言
葉
は
、
ヤ
マ
サ
醤
油
株
式
会
社

の
7
代
目
の
当
主
、和
歌
山
県
の
広
村（
現

在
の
広
川
町
）
に
生
ま
れ
た
濱
口
梧
陵
翁

が
、
安
政
元
年
（
１
８
５
４
年
）
の
大
津

波
に
見
舞
わ
れ
、
村
を
離
れ
て
い
く
村
人

を
見
て
嘆
き
、
未
来
永
劫
に
安
心
し
て
村

人
が
住
め
る
よ
う
に
、
私
財
を
投
げ
打
っ

て
海
岸
に
高
さ
５
ｍ
、
長
さ
６
０
０
ｍ
の

土
盛
り
の
堤
防
を
築
堤
し
よ
う
と
決
心
し

た
際
の
言
葉
で
す
。
堤
防
は
現
在
、
広
村

堤
防
と
し
て
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
昭
和
南
海
津
波
か
ら
広
川
町
の
町

並
み
を
守
り
、
そ
の
偉
業
や
防
災
意
識
を

継
承
し
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
は
日
本
遺
産

『「
百
世
の
安
堵
」
～
津
波
と
復
興
の
記
憶

が
生
き
る
広
川
の
防
災
遺
産
～
』と
し
て
、

平
成
30
年
に
文
化
庁
か
ら
認
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

濱
口
梧
陵
翁
の
偉
業
か
ら
約
１
世
紀
が

過
ぎ
、
日
本
で
初
め
て
聖
徳
太
子
が
描
か

れ
た
千
円
札
が
発
行
さ
れ
日
本
が
高
度
経

済
成
長
期
に
さ
し
か
か
ろ
う
と
し
て
い
た

昭
和
25
年
、
私
は
南
広
村
（
広
川
町
南
広

地
区
）
で
こ
の
世
に
生
を
受
け
ま
し
た
。

み
か
ん
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た

私
は
、高
校
卒
業
後
、県
立
農
業
セ
ン
タ
ー

（
現
和
歌
山
県
農
林
大
学
校
）
を
卒
業
し
、

昭
和
50
年
広
川
町
に
奉
職
し
ま
し
た
。
以

来
、
家
業
で
あ
る
み
か
ん
農
家
に
携
わ
り

な
が
ら
町
職
員
と
し
て
町
行
財
政
に
勤
し

み
、
町
基
幹
産
業
で
あ
る
み
か
ん
栽
培
を

い
か
に
振
興
さ
せ
る
か
に
頭
を
悩
ま
せ
た

も
の
で
す
。

町
長
と
な
っ
た
今
で
も
、
そ
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
考
え
は
全
く
変
わ
る
こ
と
な

く
、
み
か
ん
収
穫
時
の
農
繁
期
に
も
な
る

と
果
樹
園
で
汗
を
流
し
、
町
内
農
家
の

方
々
と
そ
の
と
き
の
み
か
ん
の
作
柄
を
語

ら
い
、
よ
り
効
果
的
な
町
農
業
振
興
施
策

を
模
索
し
続
け
て
い
ま
す
。

広
川
町
が
位
置
し
て
い
る
和
歌
山
県
有

田
郡
は
、「
有
田
み
か
ん
」の
名
産
地
で
す
。

平
成
18
年
10
月
、
特
許
庁
よ
り
「
地
域
団

体
商
標
（
地
域
ブ
ラ
ン
ド
）」
の
登
録
第

１
弾
と
し
て
発
表
さ
れ
た
地
域
産
品
の
一

つ
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
「
有
田
み
か

ん
」
は
、
室
町
時
代
か
ら
栽
培
し
て
い
た

自
生
み
か
ん
を
、
安
土
桃
山
時
代
に
熊
本

県
か
ら
小
み
か
ん
を
導
入
し
て
優
良
系
統

の
選
抜
を
重
ね
た
「
紀
州
み
か
ん
」
で
す
。

日
本
で
初
め
て
、
み
か
ん
栽
培
を
生
計
の

手
段
に
発
達
さ
せ
た
「
有
田
み
か
ん
シ
ス

テ
ム
」
は
、
日
本
一
の
み
か
ん
産
地
に
発

展
さ
せ
た
持
続
的
農
林
業
シ
ス
テ
ム
で
、

令
和
2
年
7
月
に
農
林
水
産
省
よ
り
「
み

か
ん
栽
培
の
礎
を
築
い
た
有
田
み
か
ん
シ

ス
テ
ム
」
と
し
て
日
本
農
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
11
月
～
12
月
に

収
穫
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る「
有
田
み
か
ん
」

は
、
広
川
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

の
中
で
一
番
の
人
気
商
品
で
も
あ
り
ま

す
。そ

ん
な
魅
力
的
な
広
川
町
に
お
い
て

も
、
昭
和
50
年
代
の
人
口
を
ピ
ー
ク
に
現

在
６
、
８
０
０
人
を
割
る
ほ
ど
ま
で
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
一
番
の
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
施
策
を
ど
ん
ど
ん
打
ち
出
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
例
え
ば
、
18
歳
未
満
の

子
ど
も
の
医
療
費
（
自
己
負
担
分
）
を
全

額
助
成
す
る
「
乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
費

助
成
」
や
、
60
歳
未
満
の
方
で
本
町
に
定

住
す
る
た
め
の
住
宅
取
得
に
対
し
て
一
律

50
万
円
を
助
成
す
る
「
定
住
奨
励
金
」、

広
川
町
で
起
業
を
め
ざ
す
野
心
あ
る
新
規

創
業
者
に
そ
の
事
業
費
の
半
額
（
上
限
５

０
０
万
円
）
を
助
成
す
る
「
広
川
町
起
業

支
援
事
業
補
助
金
」
な
ど
を
設
け
、
よ
り

実
効
性
の
あ
る
子
育
て
支
援
と
定
住
促

進
、産
業
振
興
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
は
、
在
宅
勤
務
と
い
う
新
し

い
働
き
方
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ま
す
。

こ
の
新
し
い
働
き
方
は
災
害
時
や
緊
急
事

態
に
お
い
て
も
事
業
を
継
続
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
た
め
、
多
く
の
企
業
に
浸
透
す

る
と
同
時
に
、
よ
り
付
加
価
値
を
つ
け
た

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
、

コ
ワ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
導
入
す
る
企
業
を

も
増
加
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
ト
レ
ン
ド
は
都
市
部
か
ら
離
れ
た

広
川
町
に
と
っ
て
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
、
現

在
、
本
町
の
歴
史
と
文
化
の
ラ
ン
ド
マ
ー

ク
で
あ
る
「
稲
む
ら
の
火
の
館
」
周
辺
に

あ
る
歴
史
的
建
造
物
を
、
地
方
創
生
テ
レ

ワ
ー
ク
交
付
金
を
活
用
し
て
カ
フ
ェ
を
備

え
た
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
に
す
る
リ
フ
ォ
ー

ム
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
、
私
は
広
川
町
長
と
し
て
3
期
目

に
入
り
、
1
期
目
、
2
期
目
に
撒
い
た
種

を
花
に
咲
か
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ

し
て
、
さ
ら
に
新
し
い
種
を
撒
き
、
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
住
民
の
笑
顔
と
一
緒
に
育

て
て
い
き
た
い
と
願
い
な
が
ら
、
次
に
ど

ん
な
花
が
咲
く
の
か
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

随  想
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岡
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和歌山県広
ひろ

川
がわ

町長　

稲むらの火のまちに
花を咲かせて
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